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治
水
利
水
施
設
の
適
切
な
運
営
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
政
権
は
、
政
治
主
導
の
下
で
行
政
を
刷
新
し
、
国
民
の
生
活
を
第
一
と
す
る
政
策
を
実
現
す
る
こ
と
を
掲
げ
、
国
民
の
多

く
も
、
こ
れ
に
期
待
し
て
き
た
も
の
と
承
知
す
る
。
と
り
わ
け
、
多
額
の
費
用
を
投
入
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果
に
疑
問
が
も
た

れ
、
環
境
面
で
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
大
型
公
共
事
業
の
在
り
方
の
見
直
し
は
急
務
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
観
点

か
ら
、
以
下
、
治
水
利
水
施
設
の
運
営
に
関
連
し
て
質
問
す
る
。

一

治
水
利
水
施
設
の
建
設
及
び
運
用
の
前
提
条
件
に
つ
い
て

�

こ
の
間
、
治
水
施
設
の
建
設
事
業
採
択
の
前
提
と
な
る
洪
水
流
量
計
算
に
お
い
て
、
例
え
ば
群
馬
県
・
八
ッ
場
ダ
ム
の

ケ
ー
ス
で
は
、
森
林
の
保
水
力
を
反
映
し
な
い
過
大
な
洪
水
流
量
が
算
出
さ
れ
て
い
た
り
、
計
算
資
料
が
不
明
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
会
計
検
査
院
に
よ
る
平
成
二
十
一
年
度
決
算
検
査
報
告
の
「
ダ
ム
建
設
事
業
に

お
け
る
費
用
対
効
果
分
析
に
つ
い
て
（
国
土
交
通
大
臣
あ
て
）
」
で
は
、
ダ
ム
建
設
事
業
に
お
け
る
費
用
対
効
果
分
析
等

に
つ
い
て
、
現
在
価
値
化
の
方
法
等
、
何
点
か
に
わ
た
っ
て
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
是
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
承

知
す
る
。
会
計
検
査
院
の
個
々
の
指
摘
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

治
水
施
設
の
運
用
開
始
後
の
補
足
的
な
工
事
、
又
は
管
理
事
業
開
始
後
に
必
要
な
管
理
費
等
、
追
加
的
に
支
出
さ
れ
た

一



費
用
を
含
め
た
上
で
、
事
業
採
択
時
に
評
価
し
た
費
用
対
効
果
分
析
が
適
正
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
事
後
的
に

再
検
証
す
る
必
要
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
考
え
を
示
さ
れ
た
い
。

�

治
水
施
設
の
建
設
事
業
費
は
、
例
え
ば
群
馬
県
・
八
ッ
場
ダ
ム
の
場
合
、
平
成
十
六
年
の
計
画
見
直
し
前
は
二
千
百
十

億
円
だ
っ
た
も
の
が
四
千
六
百
億
円
に
膨
れ
上
が
る
な
ど
、
突
如
と
し
て
総
事
業
費
が
一
千
億
円
単
位
で
増
額
し
た
ケ
ー

ス
が
存
在
す
る
。
総
事
業
費
の
増
額
で
、
費
用
対
効
果
が
急
激
に
悪
化
し
て
い
る
と
推
測
で
き
て
も
、
既
支
出
分
を
考
慮

す
る
と
引
く
に
引
け
ぬ
ま
ま
、
泣
き
寝
入
り
同
然
で
、
自
ら
の
負
担
金
の
増
額
と
な
る
事
業
費
の
改
訂
に
同
意
し
て
い
る

地
方
公
共
団
体
も
多
い
。
か
か
る
事
態
を
惹
起
し
た
当
事
者
、
責
任
者
に
相
応
の
負
担
を
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政

府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
か
か
る
事
態
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

治
水
利
水
施
設
の
建
設
及
び
運
用
の
体
制
に
つ
い
て

�

高
度
経
済
成
長
期
の
水
需
要
の
逼
迫
を
前
提
と
し
て
設
立
さ
れ
た
水
資
源
開
発
公
団
は
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

に
看
板
を
付
け
替
え
た
も
の
の
、
い
ま
だ
に
、
ダ
ム
、
水
路
建
設
に
固
執
し
、
一
方
で
、
完
成
施
設
の
運
用
等
に
つ
い
て

は
、
国
や
都
道
府
県
と
の
機
能
、
責
任
の
重
複
、
錯
綜
が
目
立
ち
、
行
政
刷
新
会
議
の
本
年
四
月
二
十
八
日
の
事
業
仕
分

二



け
で
も
、
不
合
理
か
つ
非
効
率
に
な
っ
て
い
る
水
路
、
ダ
ム
の
管
理
業
務
に
つ
い
て
は
、
利
害
調
整
な
ど
本
来
行
う
べ
き

業
務
の
み
を
機
構
が
行
い
、
そ
れ
以
外
は
他
に
任
せ
る
べ
き
と
結
論
付
け
ら
れ
た
も
の
と
承
知
す
る
。
こ
の
事
業
仕
分
け

の
判
定
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

行
政
刷
新
会
議
の
本
年
十
月
二
十
八
日
の
事
業
仕
分
け
で
は
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
の
利
益
剰
余
金
の
国
庫
返

納
を
早
急
に
検
討
す
る
よ
う
結
論
付
け
た
も
の
と
承
知
す
る
。
同
機
構
の
利
益
剰
余
金
は
、
都
道
府
県
か
ら
の
利
水
施
設

建
設
償
還
金
と
財
政
投
融
資
等
と
の
間
の
金
利
差
が
主
た
る
も
の
だ
と
推
測
す
る
が
、
利
益
剰
余
金
の
総
額
及
び
内
訳
、

現
在
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
利
益
剰
余
金
が
国
庫
返
納
さ
れ
た
場
合
、
経
営
が
厳
し
い
地

方
公
営
水
道
等
の
施
設
充
実
や
水
道
料
金
引
き
下
げ
の
貴
重
な
原
資
に
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。
国
庫
返
納
の
検
討
に
つ

い
て
結
論
が
出
る
ま
で
の
間
に
、
利
益
剰
余
金
を
事
業
等
に
支
出
し
、
目
減
り
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と

監
視
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
考
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


